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日 本 及び 朝鮮 産 蝶 類 和 覚書 
村山 


Remarks on some butterflies from Japan and Korea, with descriptions 


T 
| 


of 2 races, 1 form, 4 aberrant forms. 


By Suv-ir1 MuRAYAMA 


本 稿 を 草 す る に あたり , 多大 の 御 援 助 を 頂い た 韓国 の 朴 世 旭 氏 , HEO kapok WANE EK O> D (8 tU 
Ju 9. 


Papilio maackii raddei ab. paki nov. ミヤ マカ ラス アゲ へ RWW) (fig.1 & 2) 


Holotype; 1 8 光 陵 (中 部 朝鮮 ) 26,1V.1959. 

後 超 表面 , 中 央 の 青 緑 淀 が 著しく 巾 広 く な り AA KAN Lo 2683 第 7 室 
は 完全 に 融合 し , 第 5 室 も 殆 ん ど 完 全 に 近く , 第 2, 3, 4 各 室 は わ づ か に 青 緑 鱗 の 貴 布 する 小 部 分 を の こす の 
み で ある . 肝 角 の 赤 紋 , 各 弦 月 紋 外側 の 赤 紋 も 拡大 し 巾 が 広い . この た め 後 現 は 全く 別種 の 如き 観 あ り , その 美 
WA WA 裏面 中 央 の 者 色 帯 拡大 し 巾 広 く , H D DICK L TEER 

も に 巾 広く , 第 6, 7 両 室 で は 紫色 部 と 費 色 淀 は 融合 し て いる . 新 名 は 朴 氏 の 御 功 績 に Silk L7- 6 0C a5 
i 





Apatura ilia substituta BUTLER コム ラサ キ 


東洋 に お ける Apatura ilia な ら び に その 近 縁 種 の 分 類 は Le Moorr の 大 着 に か か わら ず , な お 問題 は 多い 
33, ここ に と りあ げた の は , 日 本 の コム ラサ キ と 共通 と いわ れる substituta に つい て で ある . これ は 北 シ ナ か 

ら Bureee が 記載 し た が , 日 本 の も の と 区 別 さ れる 点 が な いと 従来 考え られ , 江崎 博士 (昆虫 21(1 & 2),1954) 
UE ad し か し いま 私 は 手許 の 満州 及び 朝鮮 中 部 の substituta (fig.3 & 4) と 老 え られ る 標本 数 
-ulüze B iris & 6) の も の と 比較 し , よく 眺め て みる と , 確 に 区 別 点 お が ある の で ある . これ ! は 少数 の 材料 
で は 余り は っ きり し な い が , 多数 を な ら べ て みる と 気がつく の で ある . その 区 別 点 と し て , Q) 総 体 に 満 魚の も の 
は 小形 で ある , その 前 麹 長 を 手許 の も の に つい て 平均 値 を 出す と , 満 鮮 産 $32mm。 937mm, HAE 634mm, 
938mm. (2) 表 面前 炊 第 1 室 中 央 及び 第 2 室 の 基部 に 近い 棒 色 紋 は 満 鮮 の も の は 大 きく , 耳 日 本 の で は この 2 個 








Fig.l Papilio maackii raddei ab. paki nov. 5. Length of forewing (LF) 45mm. Kwangnung 
(M-Korea) Fig.2 Do. Underside. 
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Fig.3 Apatura ilia substituta (sensu Murayama) 8 LF:30mm. Kwangnung (M- Korea) 

Fig.4 Do ? LF: 40mm. Do. 

Fig.5 Apatura ilia mikuni BorrER (sensu Mur.) 8 LF:33mm. Sigakogen (Japan) 

Fig.6 Do 9? LF:37mm. Mt. Daisen (Japan) 

Fig.7 Apatura ilia substituta (nigrescent form) 5 LF:34mm Kwangnung (M- Korea) 

Fig.8 Do. 2 LF: 36mm Do. 

Fig.9 Apatura ilia mikuni (sensu Mus.) (nigrescent form.) 5 LF: 30mm Shizuoka (Japan) 
Fig.10 Do. 9? LF: 34mm Do. 

Fig.11 Apatura ilia substituta. f. kwangnunga nov. 8 LF: 30mm Kwangnung (M-Korea) 
Fig.12 Do. 9 LF: 35mm Do. 


の 絞 が 第 1 室 の は 外側 へ ずれ , 第 2 室 の は 内 側 へ よっ て いる の が 普通 だ が , 満 鮮 の は ずれ が 少く , 中 に は 殆 ん ど 
WIESE 1b 脈 の と ころ で くっ つい て いて 一 つの 帯状 絞 に な っ て いる よう な 個体 が ある . GE miogmts 
淀 の 間 の 紫 黒 色 の 部 分 は 巾 が 広く な っ て いる 。 そ うし て その 部 分 の 巾 が 極度 に 狭め あられ, 且 淡 色 化し て し まっ た 
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の が 次 に 記す 新型 で ある ・ 


以上 の 区 別 点 は 個体 に より 多少 程度 の 差 は ある が 


全体 と し て 甚だ 明瞭 な 相違 点 で 





ある . 正常 型 に この 区 別 が 認め られ る 以上 黒 化 型 に も 何等 か の パラ レル な 現象 が あら われ て くる の は 自然 で 。 次 
に クロ ュ ム ラサ キ に つい て 朝鮮 ( 満 洲 産 は 手許 に な し (fig.7 & 8) と 日 本 (九州 及び 静岡 産 ) Cfig.9 & 10) 
の と を 比較 する と 前 次 長 の 方 は 大 差 な か っ た が , (1①) 表 面前 次 第 1 及 第 2 室 の 白 紋 は 明か に 朝鮮 の が 大 きく , HM 
び 方 に ずれ も 少 い . (2 表面 後 燃 中 央 の 白 帯 も 明か に 太い . 以上 を 要約 する と , 正常 型 , 黒 化 型 と も に 朝鮮 の が 日 





Jk 0 MRAR ETA. つま り 日 本 の 方 が 黒 化し て いる と いえ そう で ある . 
名 が 生き る か どう か は 別 と し て , 上 厳密 に は substituta は 満 鮮 の も の に あて は め て も 


従っ て 将来 の 研究 で substituta の 
日 本 の も の に は , は ま ら 


4, 別 の 亜 種 名 を 使用 する の が 望ま し い の で ある . 私 案 と し て は さ し あ た り ilia mikuni と し て 日 本 の 亜 種 を 代 





表せ し め て は どう か と 思う の で ある . 


Apatura ilia substituta f. kwangnunga mov. コム ラサ キ (新型 ) (fig.11 & 12) 


これ は 森 氏 等 著 「 原 色 朝 鮮 の 蝶 類 」p.33 に ilia subsp. 


コウ ライ ュ ム ラサ キ と せら れ た も ゃ も の で , «mm. 


縁 の 椅 色 部 巾 広く な り , etabrh dete GU P MB JICK L CHEM ORE Ct e BE S REIR C X REEL, 9 


5 各 室 に 小さ な 黒 斑 を の こす の み , 


8 で る 各 宏 に 統 月 絞 の 黒 斑 と な っ て 





の こっ て いる . 但し 第 2 窒 の 眼 状 黒点 は 明瞭 . これ は Apatura here に 似 て いる よう だ が , Kei DN oA 








Fig.13 Neptis raddei Bremer. 9 
(M-Korea) 

Fig.15 Do. 8 LF: 40 mm Do. 

Fig.17 Underside of. F. 14 


Fig.14 Do. 


Korea) 
Kwangnung (M-Korea) 
Fig.21 Underside of F.19 


FL: 40mm Kwangnung 
8 LF:35mm Do 
Fig.16 Underside of F.13 
Fig.18 Underside of. F. 15 
Fig.19 Neptis thisbe MENETsrEs 8 LF: 34mm Kwainei (N- 
Fig.20 Neptis tshetverikovi KORENzov 8 LF:35mm 


Fig.22 Underside of F.20 
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こと 。 決し て 帯 の 内 側が 白化 し な いこ と , SEARKRICREGROSRV CI l THC KIS TUS. 
Holotype: 14, 2. VIH. 1959, Allotype : 129, 30. VII. 1959, Paratopotypes : 39 9,7—24, VIII. 1961, 
光 陵 (中 部 朝鮮 ) 


Neptis raddei Bremer スジ グロ ミス ジ (fig. 13-18) 





本 種 は 朝鮮 か ら は 最 北部 白頭 山 に 近い 国境 近く で 採れ た も の , 平安 北道 銀 林 山 等 の 採 品 か し られ て いた の み で 
あっ た が , 今回 次 の 3 頭 が 光 陵 で 採集 され 私 の 手許 に 保存 し て いる 

19,10.VI.1960, 15,30. V. 1960, 15,15.VI. 1959 

私 の 手許 の 満 洲 産 18 や 平山 氏 (原色 蝶 類 図譜 pl.44,f.7) の 図 に 比べ る と か な り 地 色 が 白っぽく , ? に 至 
っ て は 非常 に 白く な っ て 前 後 交 外縁 の 山形 状 紋 も 淡色 で ある . 裏面 は 一 層 白 化し 外縁 の 山形 状 紋 は 殆 ん ど 消 え 
て 痕 近 を の こす だ け で ある . ゞ は 今 迄 記録 され た も の が ある か どう か 知ら な い . 





Neptis tshetuerikovi KURENzov ノム ラキ イロ ミス ジ ( 新 称 ) (fig.20 & 22) 


本 種 の 存在 を 初め て 気づい た の は 野村 健一 氏 で ある の で 同氏 ce 日 本 人 で 紹介 し た の は 白 
水 氏 (Sieboldia, 1 (2): 157—158) で 。 そこ に あげ られ た 産地 は 北 鮮 の 成 鏡 道 の み で あっ た が , 私 の 手許 に は 
光 陵 産 の 1e48 5450, 中 鮮 及 び 光 陸 よ り の 新 記録 で ある . 

19 ,17.VI. 1960, (前 次 長 88mm.), 15,10.VI, 1960, (33mm.), 18,6. VI. 1960, (33mm.), 15, 4. VI. 

1959, (35mm. ), 18,5. VI. 1960 (34mm. ) 

出現 期 が か かなり 早い よう で ある . 表面 は 本 オキ イロ ミス ジ (fig.19 & 21) と 大 差 な い が , uana 
し く 淡 草 色 で 少し 飛び 古 す と 白く な っ て し まう (オオ キイ ロ だ と 多少 の 黄 味 は の こる ). 表面 地 色 は 濃 褐 色 で オ 
altum um adu. xL MC 
は いな いで 本 種 ば か り で は な いか と 思う . SEE tsm NEOMERH] p. 8) の あげ られ た thisbe は 本 種 
で は な いか と 思う . 


Neptis speyeri STAUDINGER スパ ペイ ヤミ スジ 


本 種 も 従来 北 鮮 の み し か し られ て いな か っ た の で 
cha, 光 陵 は 新 記録 で ある . 次 の 2 頭 が FRZ D 
る . 

18, 8.VI, 1960, (前 次 長 27mm.), 19, 22. 

VI. 1960, (27mm. ) 


wu | 


Neptis rivularis peninsularum Murayama 


チョ ウツ セン フタ スジ チョ ウ 


wu g 


朝鮮 の フタ スジ チョ ウ に つい て は さき に 石 宙 明 氏 
(1934) が koreana の 名 で 記載 され た . 私 は 潤 開 
に ゃ も これ を 忘れ て 本 誌 Vol. XI Pt. 2 に 上 記 の 名 
で また 記載 し た . し か し 石 氏 の koreana は すでに 
チョ ウ セ ン ホ ン ミ スジ Neptis pryeri coreana id 
Esaki et Nakauanga, 1929 に 先取 され て いる の で Fig. 
無効 と な る か ら 上 記 の 私 の 提出 し た 新 名 が 用 いら れ Fig. 
る べき ゃ も の と 思う . 





. B. Favonius ussuriensis valvae 
D. F. latifasciatus valvae 

F. ussuriensis 5 genitalia 

F. latifasciatus 5 genitalia 


A 
C. 
E. 
F. 
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Fig.23 Favonius yuasai coreensis subsp. nov. 9? LF:18mm. Kwangnung. (M-Korea) 
Fig.24 F. yuasai Shirozu. 9 LF:20mm. Ina, Nagano Pref. (Japan) Fig. 25. F. ussuriensis 
Murayama 8 LF:18mm. Kwangnung. (M-Korea) Fig.26 Do. 9 LE:18mm. Do. 
Fig.27 Underside of F.23 Fig.28 Underside of F.24. Fig.29 Underside of. F. 25. 
Fig.30. Underside of F. 26 Fig.31. Quercusia fujisana latimarginata subsp.nov. 8 
LF:17mm. Mt. Homanzan, Kyushu (Japan) Fig.32 Q. fwjisana fujisana MaArsuMURA ô 
LF:17mm. Mt. Hira (Japan) Fig.33 Q. fujisana latimarginata subsp. nov. 9 LF:15mm. 
Mt. Hikosan, Kyushu (Japan) Fig.34 Q. fujisana fujisana Matsumura 9 LF:17mm 
Mt.Hira (Japan) Fig.35 Underside of.F.31 Fig.36 Underside of F.32 
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Fig.37 Underside of F.33 Fig.38 Underside of F.34 Fig.39 Glaucopsyche teleius daisensis 
ab. yoshisakai nov. 8 LF:19mm. Mt.Daisen (Japan) Fig 40 Do ? LF:21mm 

Fig.41 Glaucopsyche teleius daisensis Matsumura 8 LF:22mm. Fig.42 Underside of F.39 
Fig.43 Underside of F.40 Fig.44 Underside of F.41. Fig.45 Zizeeria maha argia ab. 
kanonis Matsumura 8 LF:13mm Hikone (Japan) Fig.46 Lycaeides argus micrargus ab. 
chiyodaensis nov. LF:13nm Yamagata (Japan) Fig.47 Cupido argiades seitzi ab tukagutii 
nov. LF:12mm Kobe (Japan) 


Favonius yuasai coreensis subsp. nov. クロ ミド リン ジミ ( 新 亜 種 ) (fig.23 & 27) 





Type: 19,18. VI. 1961, 前 次 長 18mm. ot (中 部 朝鮮 ) 

今回 意外 に も クロ ミド リ シ ジ ミミ 数 頭 が 採集 され 私 の 許 に 1 @ が 送ら れ て きた . 日 本 産 (fig.24 & 28) に 比 し , 
御 々 小形 , 裏面 地 色 暗色 味 加わ り , KAE, 4, 5, 6 各 室 の 外縁 近く 百 鱗 が 著しい 点 で 異 る が , これ で 本 種 
が 日 本 特産 で な いこ と は 明か と な っ た . 














Favonius ussuriensis Murayama 7 A Y= 3 FJ zZz(fig.25&295,26&309 ,fig. A,B, E8 genitalia) 


18,27. VI.1960, 15,5. VI.1961, 15,12. VI. 1961,1 9,8. VI. 1961, 前 次 長 す べ て 18mm. 

EES366819 が 私 の 手許 に ある 光 陵 (中 部 朝鮮 ) 産 標 本 で ある が , ウス リー 産 の も の に つい て は , New 
Entomologist, 74): 6 に の べ て お いた 通り で , 前 現 長 に 変り は な い . 8 の 玩 表 緑色 は 測 青 色 で あり , ウス リー 
産 の 緑色 光輝 が 少し く 赴 ん で みえ る の は 本 本 が 古い た め と 思わ れる いま 改め て 近似 種 latifasciatus (fig. 
C,D,F) ヒロ オビ ミド リシン ジミ る 8 と Genitalia の 比較 を し て みる c. で ある . Brachia は ussuriensis が 
根本 に 近く 太く な り , 先端 で 急 に 細く な る の に , latifasciatus で は 大 さ に 変り な い . Brachia の 上 方 tegmen 
の 縁 は 錦 商 状 に な つて いる が か が, ussuriensis で は 認め られ な い . Valva は 側面 か ら み る と , latifasciatus の 方 は 
一 方 が か た えぐ られ た よう に 入り こん で お おり, Py latifasciatus で は 中 部 に も 鍵 歯 状 突起 が ある が ussuriensis 
に は な く , 円 月 形 の 板 状 遊 見 突起 を 具 え て いる . また 前 方 部 は 内 方 に まがっ て その 先端 は 氏 歯 状 と な る . 以上 の 
相違 点 と 8 ARCEN lati fsciatus の 如き 黄色 味 を 全く 帯び な い 点 で 両者 の 別種 で ある こと は 確認 され た . xh 
らく ウス リー ミド リ シ ジ ミ は 朝 鮭 に お ける ヒロ オビ ミド リ シ ジ ミ の 代 置 種 で あろ う . 














Quercusia fujisana latimarginata subsp. mov.、 フ ジミ ドリ シジミ ( 新 亜 種 ) fig.31、 33, 35, 37) 


Zephyrus, 6 : 130, (梅野 ・ 白 水 ) 1935, 

基本 型 と 比較 し て 次 の 点 Re $ REAR L bRO ER Eo L hA. 裏面 前 次 中 室 の 外側 を 
3 a n ey k 0 JEBBIC TS で の 間 暗 色 を 呈し , £S«UAGJURG. 外縁 近く も また 基本 型 よ り 強 く 喧 色 を 呈 
する . 後 次 も 中 室 KA RERIK HIRET, Adv SA Get au AE O 
MARE ERINI DRETAR. S RMA S aua ujia EARE s x0— 
大 く 鮮 明 で ある . 要する に 基本 型 に 比 し は る か に 暗色 度 が 強い の で ある . 
Holotype: 18, 宝 満山 , 23, VI. 1960; Allotype: 19, 彦山 (中 岳 ) 4. VII. 1960; Paratypes:1 8 , 彦山 (北岳 ) 
3. VII. 1959, 1 8 宇 満 山 , 23. V1.1960, (以上 筆者 所 蔵 ) 1? , 彦山 CER) 13.VII.1960. (山内 光 氏 所 蔵 ) 
北九州 の 山地 (彦山 , 豊 満山, 犬 ケ 岳 , 三 郡山 等 ) に 限っ て 分 布 す る も の で ある . 














rg 




















Glaucopsyche teleius daisensis ab. yoshisakai nov. ゴマ ンジ ミ ( 新 異常 型 ) て fig.39, 40, 42,43) 
Holotype: 18, Allotype : 19, 共に 9. VIII. 1961. 
伯 者 大 山 に て 吉 阪 道雄 氏 採集 (る は 筆者 , 9 は 吉 阪 氏 蔵 ) の gzsezzszs 正常 型 と 異 る 点 は $ 表 面前 後 次 と も 中 央 
の 黒点 紋 列 すべ て 消失 , * は 前 麹 第 2,3, 4,5, 6 各 室 , 後 次 は 第 3, 4,5, 各 室 に 黒点 紋 の ことり, MIL 
退化 し て 小形 と な っ て いる と ころ に ある 
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Cupido argiades seitzi ab. tukagutii nov. ツバ メシ ジミ ( 新 異 常 型 ) (fig. 47 ) 


Holotype : 19,2. VI. 1940, 神戸 市 雄 田 山 私, 塚口 蔵 彦 氏 採集 (筆者 所 大 ) 
撮影 の 際 の 不手際 で 片 麹 破損 し た が 元 は 完全 標本 で 両 麹 無 尾 の も の で ある . 








Lycaeides argus micrargus ab. chiyodaensis nov. ヒメ シン ジミ ( 新 異常 型 ) (fig.46) 
Holotype : 18,28. VIII. 1958. 山形 県 千代 田 湖 ( 吉 阪 道雄 氏 蔵 ) 
裏面 前 後 次 と も 外縁 の 黒点 紋 列 及び その 内 側 の 樽 色 斑紋 列 拡大 し , その 内 側 の 弦 月 形 小 黒点 絞 列 は 全く 消え た 
も の で ある . 


Zizeeria maha argia ab. kanonis Matsumura ヤマ トシ ジミ (異常 型 ) (fig.45) 


19,; IX.1954, 彦根 市 内 AR 13mm. APR 











kanonis に 近い が kanonis で は 外縁 に 並ぶ 紋 列 の うち , 内 側 の も の が 膨大 し 細長 い 紋 の 列 と な っ て いる の に 
対し , 本 個体 は それ 程 細長 く な ら な い . また 外 に 並ぶ 紋 列 の うち 一 番外 側 の も の は kanonis より 一 層 退 化し 











て 消失 に 近い . 本 標本 を 提供 され た 布 藤 美 之 氏 に 深謝 する . 


Resume 


Papilio maackii raddei ab. paki nov. 

Hindwing, upperside, central bluish green band as well as marginal crescent bluish green 
markings, extremely extend, so fuse together, also marginal reddish markings become very 
large. Underside, central yellow band and marginal red-purplish crescent markings very spread, 
so almost fuse each other. Hab. Kwangnung (Middle Korea) 

Apatura ilia substituta BUTLER. 

Hitherto, it was believed that substituta of Japan is equal to one of Korea, but in consequence 
of my scrutinizing,it became clear that both are to be distincted exactly. Both types (typical, 
and nigrescent) of Korea are larger or broader than those of Japan in orange or white markings 
of interspaces 1&2 of forewing, and in central orange or white band of hindwing, upperside. 
So I think that the name substituta should not be used exactly in the Japanese Apatura. Rather the 
name mikuni is to be adopted as the Japanese race. 

Apatura ilia substituta f. kwangnunga nov. 

3 9 Upperside, hindwing, darkish dand containing the pupillated marking in interspace 2 
nearly disappear. The very light form, somewhat resembles to here. 
Hab. Kwangnung (Middle Korea). 

Neptis raddei BREMER 
Neptis tshetverikovi Kurenzov 
Neptis speyeri STAUDINGER 

Above-mentioned three species are at first recorded from the Middle Korea (Kwangnung). 
Especially here, the female of raddei is described. 

Neptis rivularis peninsularum Murayama 

Peninsularum (Trans. Lep. soc. Jap., 11(2), 1960) is valid name, because N. coenobita (=rivularis) 
koreana Soex (1934) is preoccupied by N. pryeri coreana Esaki et NAkAHARA, 1929. 

Favonius yuasai coreensis subsp. nov. 

In this time, this species is at first recorded from Korea. It differs from the Japanese 
specimens in the following points; Somewhat smaller, whitish scales in outer margin of interspaces 
2,4,5,6 of hindwing, underside, very conspicuous. Gronnd colour of underside more or less 
darkish. Hab. Kwangnung (Middle Korea) 

Favonius ussuriensis Murayama 

The specimens from Ussuri were illustrated in “New Entomologist” 7 (4) :6. This species is 
very similar to F.latifasciatus, but the metallic green on upperside of male deep bluish (in 
latifasciatus golden green). Male genitalia, brachia becomes bold near the base, inside of valva, 
the former tip curved inside becomes saw-shaped chitinous matter,in the middle part, bears the 
crescent shaped chitinous matter.In this time 388 19 are at first recorded from the Middle 
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Korea (Kwangnung;. 
Quercusia fujisana latimargiana subsp. nov. 

Male, upperside, marginal black band of both wings distinctly broader than the typical form. 
Underside,in both wings, area between the base and darkish brown band outside of discocellulars 
is very dark. Apex of forewing darker. Female, underside same as male, darkish brown band 
outside of discocellulars broader than male. 

Hab. Northern Kyushu (Mt. Hikosan. Mt. Homanzan, Mt. Inugadake, Mt. Sangunzan.) Japan. 
Glaucops yche teleius daisensis ab. yoshisakai mov. 
Male, upperside, central black spot lines of both wings perfectly extinct, in the female 
remarkably educe. Hab; Mt. Daisen, Tottori pref., Japan. 
Cupido argiades seitzi ab. tukagutii nov. 
Female, this form lacks perfectly tails in hindwing. Hab; Kobe, Japan. 
Lycaeides argus micrargus ab. chiyodaensis nov. 
Male, underside, in both wings, outer submarginal black spot line and the red marking line 
spread conspicuously, inner submarginal black spot line perfectly evanishes. 
Hab; Yamagata, Japan. 
Zizeeria maha argia ab. kanonis MATSUMURA 
This female is an aberrant form very similar to ab. kanonis Matsumura. Hab. Hikone, Japan. 





ハマ ヤマ トシ ジミ , 沖縄 島 で 再発 見 
長 98 # HP 
Second Record of Zizeeria knysna karsandra Moore from Okinawa Island 


By Kunio NAGAMINE 


ハマ ヤマ トシ ジミ (タイ ワン シジミ ) Zizeeria knysna | 
karsandra Moore は 既に 屋代 (1932)9 に より 沖縄 島 か 
ら 記録 され て いた が その 後記 録 が な く 分 布 し な いも の と 
思っ て いた . し か し 最近 尾 本 (1959, 602 に より 石垣 
島 , 宮古 島 に 多 産 する 事 が 明か に され , 筆者 も 1961 年 9 
月 に 石垣 島 登野城 , 伊原 間 , 宮古 島 平 良 市 で それ を 確認 
する 事 が 出来 た . それ 以来 , 沖縄 島 に も 発見 の 可能 性 が 
ある も の と 思い 海岸 近辺 を 注意 し て きた . それ が 下記 の 
様 に 沖縄 島 南 部 の 糸満 で 成虫 3 頭 と ハリ ビュ Amaran- 
thus spinosus か ら 1 頭 の 幼 是 を 得 た の で 報告 する . 
採集 月 日 1961 年 11 月 19 日 採集 地 沖縄 糸満 町 
採集 者 及 頭数 長 鈴 邦雄 (181 ゞ *) 長嶺 持 昭 (18) 
屋代 氏 の 本 種 に つい て の 報 文 に は ト 「 ヤ マト シジミ と 一 
緒 に 草原 に 行く と 採集 され る 」 (原文 ) と ある . 同氏 の 標 
本 を 見 る こと が 出来 な い の で 断言 は 出来 な い が , 同氏 の 
琉球 に 関す る 報 文 に タイ ワン ュ ン シジミ Zizina otis 
riukiuensis (Matsumura) の 記録 が な い 事 , タイ ワ ゾ ジュ ン シ 
ジミ は 普通 種 で ある 事 , ハマ ヤマ トシ ジミ は 海岸 地 に 産 
する 事 , 両 種 は 大 き さ , 色彩 な ど が ほとん ど 似 て いる 事 
な どか ら タ イワ ンジ ン ュ シジミ の 同定 の 誤 と 思わ れる 点 が あ 
り , も し 上 記 の 様 で あれ ば 今回 の 記録 は 初 の も の と な る . 
最後 に 文献 の 貸与 , 報 文面 の 御 注意 下さ っ た 琉球 大 学 
高良 鉄夫 博士 , 日 頃 い ろ い ろ 御 教示 下さ り , 今回 は 報 文 | MM Ds 
の 発表 を すす め て 下さ っ た 九州 大 学 白 水 隆博 士 に 厚く 万 有 列 は へ マヤ マト シジミ , 左 列 は タイ ワン 





























1) 沖縄 那覇 市 松尾 75 2) Zephyrus, 4(2—3) : 124, 1932 3) Wk l i104) : 61,1959; 11(3) : 43, 1960 
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